
10602紙加工品製造業における死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労

働

者

規

模

1 2017 12 13~14

販売所の駐車場で、古紙回収作業後にトラックの荷台にシート

を掛けている際、アオリの上（高さ約2m弱）から傾斜がある所

に飛び降りて着地をしたとき、左足踵を強く打ち負傷した。

38 3 221

10

～

29

2 2017 12 9~10

当社工場にて、圧縮した古紙に巻くための番線が絡まり、脚立

（1.7m）へ上り補修作業をしていたところ、バランスを崩して

転落し、首と腰を負傷した。 なお、番線は約3mの高さの所に

通っている。

36 1 371
1～

9

3 2017 12 16~17

工場で、紙管の切断機の回転軸に紙管を差し込み、ペダルを踏

んでその紙管に切断刃（直径約10㎝）を接触させて、紙管を切

断する作業に従事していた。 切断刃を紙管から離したときに紙

管を抜き取るべきところを、急いでいたために切断刃が紙管に

接触した状態で紙管を左手で抜き取ろうとした結果、切断刃に

左手中指が接触して、左手中指の第一関節左側面を切創した（5

針縫合）。

41 8 169
1～

9

4 2017 12 10~11

本社工場内にて、全自動窓貼機の清掃作業に従事していた。 停

止中の機械のデリバリー部の搬送台の汚れをウエスで拭き取っ

ていたところ、搬送台の横に付いている搬送ベルト用のギアと

チェーンの間にウエスを落としてしまった。 ウエスが挟まり取

れなかったので、左手で搬送ベルトの運転ボタンを押しながら

右手でウエスを取ろうとした際に、ギアとチェーンの間に右手

中指の先端が挟まり負傷した。

21 7 169

100

～

299



5 2017 12 13~14

段ボール加工製造ライン、ブランク検査装置で、段ボールシー

ト搬送ベルトの汚れの拭き取り作業を行っていた。 搬送ベルト

を回転させたままウエスで汚れを拭こうとした時、ベルトロー

ル軸に右手が巻き込まれ上下搬送ベルトの間に挟まれ被災し

た。

51 7 224

100

～

299

6 2017 12 1~2

クラフト紙袋製造ラインにて、向かって右側からベルトコンベ

アで流れてきた製品（クラフト紙袋の束）をベルトコンベアと

繋がっている手動ローラーコンベアに流す為、製品の左端を左

手で下から支えながらベルトコンベアの流れる速度を上げるボ

タンを自ら右手で押した所、ベルトコンベアの勢いに左手が流

され、そのままベルトコンベアとローラーコンベアの間に挟ま

れ負傷した。

23 7 224

30

～

49

7 2017 12 17~18

AフルートからWフルートへのフルート替えの際、一度挿入した

B片面が切れていることに気がついた。 速度が十分遅くなって

いた為、止めはせず、B片面を左手で挿入させようとしたとこ

ろ、手が奥まで入りすぎてしまい、キャンパスベルトと熱版の

間に左腕が巻き込まれてしまった。

36 7 169

50

～

99

8 2017 12 16~17

インクのローラーを掃除して、低速で機械を回転させながら、

右手でローラーの下についた水をふいていた時、誤って左手を

ローラーに置いてしまい、手が巻きこまれてしまった。

48 7 163
1～

9

9 2017 11
16～

17

当社工場内の箔押印刷機設置場所において、箔押印刷作業中、

高温の押圧板と、受けの鉄板の印刷箇所の間に右手を入れた状

態でフットスイッチを踏み込み怪我を負ってしまった。

57 7 166

10

～

29

10 2017 11
16～

17

印刷機で機械稼働中、紙片が機械内部に貼り付いていたので、

それを除去しようとした際に、本来機械を停止させてから行う

べきところを停止せずに手を入れてしまった。 その結果、紙片

と手が、インキローラーに挟まれ手の平までの怪我をしてし

28 7 166

300

～

499



まった。

11 2017 11
9～

10

会社構内にて、積も込み作業中に、トラック荷台の荷物を並べ

るため地面から高さ約90㎝の荷台に乗り込もうとした際に、ア

スファルトの地面に右半身から転倒した。 ヘルメット、安全靴

着用していた。

61 1 221

10

～

29

12 2017 11
13～

14

本社工場内で段ボール箱を製造する過程で、箱の両端を接着す

る糊が排紙ローラーに付着した為、それを拭く為に回転してい

るローラーに触れた時に手が巻き込まれた。

27 7 163

30

～

49

13 2017 11
11～

12

会社の食堂で昼食の準備をしている時に、みそ汁の容器（密閉

されていた）が火にかかっているため蓋を開けようとしたら、

圧力爆発して沸騰したみそ汁が身にかかる。 体は服で大丈夫で

あったが、右手と両足膝にかかり、特に膝はストッキングが癒

着して、皮が剥がれた。

40 11 379

30

～

49

14 2017 11
16～

17

会社工場1階のスパイラルマシンの製品受取場所にて、機械が一

旦停止して、テーブルの上にある紙管を取り除く作業をする

際、オペレーターがテーブルを戻す為に機械を動かした、その

時右手小指が、紙管（製品）と切断用のコマ（切り芯）の間に

挟まれてしまった。

60 7 169

10

～

29

15 2017 11
16～

17

印刷用コートボール310g（材料）幅850㎜×流1150㎜の寸法を

幅815㎜×流910㎜に断裁の為作業をした。 1600枚断裁の予定

でスタートし、100枚が1包装されている為重さは約30㎏にな

る。 最初の1包装を開梱し100枚を一度に持ち上げた時に肩を痛

めた。 改善、850×1150の寸法の紙は取り扱う材料の中で一番

大きな紙寸法の為、今後は開梱後、半分の50枚で断裁するよう

にする。 これにより肩への負担がなくなる。 当初は休業がな

かったが、後日入院することになる。

56 19 529

50

～

99

事務所の作業所で、機械に紙のせ中に、回転しているローラー

に近い部分に手を近づけすぎたため、指を挟んでしまった。 ※



16 2017 11
16～

17
封筒の製造 ※製造機200枚セットして機械に送る、ローラーと

紙との間に指を挟む ※左手中指、第一関節から先を切断し、再

生手術できる見込み

47 7 169
1～

9

17 2017 11
15～

16

回収先にて4tアームロール車の脱着式コンテナへの積込作業終

了時、荷物の飛散防止用のロープを掛ける際、荷台の上でロー

プの処理を行っていたところ、足元のバランスを崩して落下し

負傷した。

23 7 169
1～

9

18 2017 10
16～

17

工場内製造現場オフセット輪転印刷機において、印刷ユニット

のローラー洗浄を行った後のチェックを行っていた際に、ロー

ラー付近にゴミを発見。 ローラーが回転中であったが、除去し

ようと手を出しローラーに巻き込まれ受傷。

36 7 166

100

～

299

19 2017 10
10～

11

工場内で作業中、高い所の物を取ろうと上にのぼった時に左ひ

ざを捻った。 左ひざが炎症を起こし水が溜まり、痛み止めロキ

ソニンとシップで治療と安静。

63 19 379
1～

9

20 2017 10
15～

16

社内にある製函1号機において段ボールシートが詰まったので停

止して取り除く作業をしていた。 しかし、もう1人のオペレー

ター（社内同じ部署）が移動しようと周囲の確認を怠り、運転

ボタンを押した。 左足を挟み指の付け根を痛めた。

56 7 169

100

～

299

21 2017 10
9～

10

工場から出来あがってきた段ボールケースがパレットに積まれ

て流れて来る場所で、フォークリフト担当者が出荷に必要な製

品を取ろうと、ローラー上のパレットを手で押していた時、足

元のストッパーに気が付かず、両足がストッパーに引っ掛かり

前のめりになり、床に両手をついて転倒してしまった。

51 2 417

50

～

99

22 2017 10
11～

12

工場内の大型製品のり貼り機のライン真ん中付近にある回転軸

部分に、のりが付着したため機械を稼働させたまま内部にもぐ

り、ウェスでのりを拭き取ろうととした際、3cmほどのすき間

にウェスが巻き込まれて、右手前腕部も一緒に挟まれて負傷し

49 7 169

10

～

29



てしまった。

23 2017 10
13～

14

当社工場1階作業現場において、平板打抜機（スーパープレス

850）を使用して紙の打抜作業に取りかかるとき、機械に向

かって左側に平行を失った状況になり、作動部分、後端部分に

左手をついてしまい挟まれてしまった。 赤外線式の安全装置は

装備されていたが、最少の隙間で左手4指の先端を圧傷したもの

である。

18 7 169

10

～

29

24 2017 10
13～

14

スリッター作業開始時に、一番左側の原紙が浮いたため、機械

を停止せずに手で押さえようとした時、巻き取りシャフトと押

さえローラーの間に手が入り、肘の部分まで巻き込まれた。

40 7 169

10

～

29

25 2017 10
15～

16

印刷機の給紙部にて、シートの供給をしていて、空パレット排

出時に、パレットが斜めになり、センサーが反応せず止まって

いた。 それを直しに行き、レールの上に足を置いたまま、パ

レットを寄せていた。 その時、もう一人作業員Aが、次のロッ

トの切替作業をしようと、後進ボタンを押したが動かないた

め、後ろに回って、被災者を発見した。 被災者は、レールと車

輪に左足を挟んだものである。

25 7 166

30

～

49

26 2017 9
23～

24

加工の第一号ダイカッター機にて、ビスを外した木型を取り外

すため、正回転用ベダルを踏めばローラーが元に戻り木型の取

り外しが完了するが、この時に木型に右手を添えて逆回転のペ

ダルを踏んでしまい上部ローラーとの間に右手を巻き込んだ、

ペダルを外せば回転も止まるが、踏み続けた状態で右手を引き

出そうとしたため負傷した。

21 7 163

100

～

299

27 2017 9
10～

11

会社工場内の製品収納スペース内において、立ち乗りリフトで

後進中、製品収納棚のフレームと右腕肘部分が接触し、フレー

ムとリフトで挟まれた状態となり、右腕部分を負傷したもので

ある。

22 7 222

30

～

49

製造機械に併設された、全高60cm、3段の金属性階段を上り、



28 2017 9
19～

20

機械上部に置かれた金型メンテナンスに必要な工具を取りにい

き、別の作業者へ工具を渡した後、階段から下りる際に左足を

踏み外し、落下・転倒。 その際に階段の角部分に自身の体重を

乗せた状態で右足が接触、右足脛骨、腓骨を骨折した。

45 2 413

100

～

299

29 2017 9
10～

11

工場内でダイカットの作業中に慌てていて通常の作業とは違う

作業手順で行った為、左手を機械に挟まれた。
68 7 169

10

～

29

30 2017 9
10～

11

工場内紙袋を製造中に、不良品が機械に詰まった為、それを取

り除こうとした時に誤ってドラム部分に巻き込まれてしまい、

右手小指を負傷したものである。

38 7 169

10

～

29

31 2017 8
14～

15

工場内の印刷機駆動側横の通路と印刷機との間に、フロアーか

らマイナス35㎜の段差があり、歩行中にその段差で左足を挫い

た。

46 19 921

50

～

99

32 2017 8
9～

10

プレス機ベーラー付近で作業をしていたとき、雑誌を運んでき

たフォークリフトに押され、ベーラーピットに落下した。
48 1 222

10

～

29

33 2017 8
14～

15

製袋作業中、横にあるギアがいつもとは違う音がしているよう

な気がしたので、指で押さえたとき、鋭いギアに挟まれた。 そ

のままでは巻き込まれると思い、指を引っ張ったところ、人差

し指の先が挟まれた。

68 7 121

100

～

299

34 2017 8
11～

12

作業場内のマスターブランカーデリバリー側にて、商品の積上

げ状況を確認していた被災者の後方から、同僚が運転するリー

チリフトの前輪右タイヤが被災者の右足甲部に接触した。

49 7 222

50

～

99

35 2017 8
11～

12

当社工場内において、ラミネーターを使用し、紙にポリエチレ

ンを貼る作業中、ポリエチレンの押し出し幅を調整するため、

ポリエチレンの出る部分に向かったときに、足を滑らせ転倒し

た。 その際、右足がラミネーターを駆動しているチェーンに巻

き込まれ、右足の踵付近を骨折した。

65 7 121
1～

9



36 2017 8
13～

14

製袋機の印刷部において、起動後の最低速度で動いているとき

に、印版胴の印版を留めているテープがはがれているのを発見

した。 機械を停止せずに左手で押そうとし、印版胴とインチ

ローラーに挟まれた事故である。

37 7 166

10

～

29

37 2017 8
11～

12

工場の外側から脚立を使用して窓の補強をしているとき、作業

終了後に脚立を降りる際に、片足が地面に着いてバランスを崩

し、左足を負傷した。

65 3 371

50

～

99

38 2017 8
13～

14

木製品加工後、バリが出ていたため、簡単に取れると思い、軍

手をはずしてカッターで除去しようとしたが、思ったより硬

く、もう一度力を入れて除去しようとしたところ、カッターの

刃が滑ってしまい、その勢いのまま左手の平を切ってしまっ

た。

43 8 364

50

～

99

39 2017 8 8～9

ドライ工場入口のエアーカーテンが外れたため、プラッターの

ツメを上げ修理を行った。 修理完了後、プラッターを移動させ

ようとした際に足が滑り、プラッターのツメに脇腹をぶつけ、

肋骨を骨折した。 一人作業であり、フォークリフトのフォーク

に乗り、修理を終えてフォークから地上に降り、フォークを下

げようとして運転席に向う途中に発生した事故である。

57 3 222

100

～

299

40 2017 8
9～

10

当社敷地内にある工場内において、パレットの上にある段ボー

ルシートを作業台に載せようと屈んで持ち上げようとしたとこ

ろ、腰に痛みを感じた。

40 19 611

30

～

49

41 2017 7 15~16

得意先にて荷物を納品し、トラックに戻りそのまま意識を失

う。 得意先の事務員が異変に気付き救急車を呼び、入院した。

熱中症と思われる。

59 11 715

10

～

29

42 2017 7 12~13

昼休憩後の午後からの作業をするために、自分の配置場所に向

かおうとしていたところ、工場内原紙搬入口に原紙を積んだ状

態のパレットの角に足が引っ掛かってしまい転倒、左ひざ部分
62 2 417

10

～

29



を骨折したもの。

43 2017 7 16~17

工場内乾燥機付近にて、リフトで乾燥機内の紙管の入れ替えを

行おうとした際、紙管を取り出す際に妨げとなる2段積みパレッ

ト（製品積み高さ1750mm×2＝3500mm）があったため、ハ

ンドリフトで横へ移動させようとしたところ、上部の壁

（3,470mm）にパレットの製品が当たり、約12ケース（12kg

／ケース）が頭上より落下した。 （第四腰椎圧迫骨折）

47 4 611

10

～

29

44 2017 7 19~20

被災者（技術社員・試用期間中）が残業中、チューバー機の糊

洗いに行く際、通路の配線覆いにつまずき転倒。 左膝を強打し

たことにより、左大腿骨顆部を骨折、左膝内側半月板を断裂お

よび右手関節を捻挫した。

34 2 417

30

～

49

45 2017 7 16~17

当社第二工場において出来上がった製品の、防湿のためのラッ

プを巻く作業を巻取包装機で行っていた際に、紙の巻取（直径

1m）を回転させながらラップを両腕いっぱいに広げて巻取に掛

けて、ラップの左端を巻きこんでいくように送り込んでいる時

に右手側のラップのロールが動いてしまったためにそちらに気

を取られた際に、左手示指を巻取と鉄のロールの間に挟み負傷

したものである。

50 7 169

30

～

49

46 2017 7 10~11

BフルートからAフルートに替わる際、Aフルート片段を入れる

時に発生した。 原因は片段を入れる際に片段が切れそうになっ

たため、左手で片段を上から押さえてしまい、そのままカンバ

スベルトと片段の間に挟まり左手が巻き込まれてしまった。 安

全装置（ワイヤー）を引っ張り自力で腕を抜いたが火傷をして

しまった。

39 7 169

100

～

299

47 2017 7 4~5

午前中の事故に対する説明を同僚に指差し、2Pグルアの事故部

分を説明していたところ、誤って、軍手が挟まれ腕までまきこ

まれてしまった。 自力でローラーから抜き取り、応急処置を受

け、入院した。

70 7 169

30

～

49



48 2017 6
20～

21

当社工場内の作業場で、面取り機による木箱（直方体30㎝×11

㎝×8㎝）の面取り作業中に、木箱を押さえていた左手が誤って

滑り、機械の刃に接触して、左手第三指、第四指の指先部分の

皮膚を損傷した。

58 8 139

30

～

49

49 2017 6
16～

17

当社工場内にて、プレス機のステン板の拭き作業をしている

時、ローラーの上に水があるのを確認しようと思い手を置いた

時、誤って右手をローラーに挟んでしまい、慌てて左手で機械

を止めた。

19 7 521

30

～

49

50 2017 6
16～

17

作業場の窓拭きをするため脚立に乗り拭いていたところ、バラ

ンスを崩して1m下に飛び降りた際、左足踵を強打した。
76 3 371

10

～

29

51 2017 6
17～

18

倉庫内で保管している原紙を取り出す為に、手前の小原紙を手

で移動させた後、リフトで動かし、小原紙を元の位置に戻す

為、軍手を外したまま作業を行ったことにより、手が滑り、横

の原紙で右手を打った。

31 3 529

300

～

499

52 2017 6
10～

11

塗装工場2階のLCコート機にて、左手でレバー操作をしていた

ところ、上昇してきたフィルムのガイドに誤って右手中指が挟

まれ、第1関節より上部を骨折した。

57 7 166

50

～

99

53 2017 6
9～

10

古着プレス機で古着をBOXに詰め込んでいる時に、右手で作業

中、右手から目を離し、左に注意が行っていて、プレスがゆっ

くり下がっているのに、手を入れたままで気付くのが遅

れ、BOXとプレスバーの間に右手を挟んでしまい、右手皮肉が

めくれ、右手甲の一部を骨折した。

36 7 169

50

～

99

54 2017 6 8～9

作業服に着替えて控室から出ようとした時に、入口付近に置い

てあった木製パレットに、誤って左足をぶつけてしまい負傷し

た。

51 3 379

10

～

29

当社支店地下工場にて、印刷機の5番ユニットを洗い油にて自動

洗浄中、ローラーの下の金属ローラーにゴミが付着していたの



55 2017 6
11～

12
で、右手人差し指を差し伸べて引っかけて取り除こうとしたと

ころ、誤ってゴムと金属ローラーに指を巻き込まれて負傷し

た。

43 7 166
1～

9

56 2017 6 8～9

当社工場内において、作業の事前準備のためパレットを重ねる

作業中、パレットを重ねようとパレットの角に足をのせた時、

バランスを崩して踏み外し、右足を挫いたものである。

53 2 379

50

～

99

57 2017 6
13～

14

作業場として使用している倉庫内にて、ダンボールシートを貼

り合わせるローラーの掃除中、電源が入っている事に気がつか

なかった為、ローラーに右手が挟まり、人差し指・中指・薬指

を負傷した。

37 7 163
1～

9

58 2017 6
9～

10

貼合機で出来た材料（シート平板）を各印刷機に振り分け作業

をする「自動搬送装置」の所で発生した。 材料を待機させるた

めに、手動による搬送装置で仮置き場に移動させる作業をして

いた。 材料が小ロットの為、ベルトコンベアの上に溢れてしま

い、自動で各印刷機に振り分けている時間がない為、手動で材

料を仮置き場に、一時待機とさせた。 ベルトコンベアで足が滑

り、隙間につま先を引っ掛け、体勢を立て直そうとしている内

に仮置き場のレールと搬送装置との隙間に左足首を挟まれた。

21 7 229

100

～

299

59 2017 5
10～

11

取引先にて納品作業中、2tトラックの荷台（高さ約1m）より

誤って転落し負傷した。
46 1 221

10

～

29

60 2017 5
11～

12

1Fケース製函機において、部品の破片を取り除こうとした際に

誤って前部にある紙送りローラーに右手が挟まり受傷した。
50 7 169

300

～

499

61 2017 5 8～9

工場内の古紙圧縮機の内部を清掃中に、コンベヤに引っ掛かっ

ていた古紙を取り除こうとして右腕を出したところ、コンベヤ

に挟まれて右腕を骨折した。

56 7 224
1～

9



62 2017 5
14～

15

製造された段ボールシートをパレットに載せ、ローラーで運搬

中に左足を滑らせ、運搬用ローラーの隙間に左足が挟まった。
22 7 391

100

～

299

63 2017 5
13～

14

口糊部門にて、パレットに積んであった作業予定の封筒が入っ

た段ボール（2箱が100㎝×120㎝、重さ約10㎏）を、糊付けを

する機械前まで運ぶと言う作業中に、縦に積んであった2箱の段

ボールを素手のまま両手で持ち隣のパレットに運び、通路を作

るため段ボールの移動を行った。 通常通り運んでいたが、4箱

を運んだあたりから右肩に違和感が出て10箱を運び終わった際

にまだ違和感が残っていた為、肩をほぐそうと回したところパ

キッという音が鳴り、そこから痛みが強くなった。

44 19 921

100

～

299

64 2017 5
11～

12

常駐者がいない第2工場内において、糊付けした段ボール（50

㎝×28.5㎝）を、糊を接着させる機械（高さ1.2m×長さ

6.65m）のベルトローラーに送る作業中、糊付け面を斜めに

折って送ってしまったので、直すため引き戻そうとし、手袋を

はめた左手を奥に入れたときにローラーに挟まれた。

49 7 169

30

～

49

65 2017 5
11～

12

当社工場内において、低成型機作業中にコンベアー上のドラム

を取ろうとして滑ってしまい、右手が低成型機チャックを止め

る所に挟まり負傷した。

49 7 169

10

～

29

66 2017 5
13～

14

スリッティングワインダー機を清掃していたところ、テンショ

ンをコントロールするロールの間に右手を挟み、第一指～第三

指を負傷した。 ロールを駆動させながらロールをウエスで通常

とは反対側（安全カバーが設置されている側）から拭いてし

まった。

47 7 169

50

～

99

67 2017 5
14～

15

当社事業所内において、1階製造現場内の、4号機給紙作業を終

え、踏み台から降りる時に体のバランスを崩し転倒し、左足首

及び脹脛、左腕を捻り負傷した。 当日は大したことがないと思

い、自宅にて療養していたが、痛みが酷くなった。

53 1 371

10

～

29



68 2017 4
10～

11

工場内のおしぼり製造機で作業中、パック機に不良品が入りそ

うになったので取り除こうと右手を入れたときにパック機が下

りてはさまれ、下側の平ベルトは運いたままだったので摩擦で

やけどした。

38 7 169

10

～

29

69 2017 4 8～9

工場充填室にて、ダイカットロールのアンビルロールを紙ヤス

リで磨いた後、ウエスで拭き取り作業をしようとした。 ベンジ

ンを浸み込ませたウエスがロールに張り付き、引き摺られて、

ダイカットアンビルロールとロトリムロールの駆動カム部に右

手が巻き込まれた。 事故時、機械は稼働中で、安全カバーも取

り外されていた。

42 7 169

100

～

299

70 2017 4
11～

12

折り機の調子が悪かったため現場リーダーに点検をしてもらっ

ていた際、機械の電源を切り手動でローラーを回しチェックし

ていた所、反対側にいた本人が紙が詰まりそうだったので、紙

を取り除こうとした際にローラーとローラーの間に指を挟んで

しまった。 他の労働者が誤って起動スイッチを押してしまっ

た。

30 7 163

30

～

49

71 2017 4
11～

12

工場でフォルダーグルアーと呼ばれる段ボール自動貼り機を操

作しているとき、回転体の近くにあった段ボールに油汚れが付

いている事に気付き、機械の電源を止めずに油汚れを拭き取ろ

うとして、回転体に左腕が巻き込まれた。

25 7 163

50

～

99

72 2017 4
14～

15

当社工場内で印刷機を使用し作業中、版に汚れが少しあったの

で汚れをふき取る際に機械に右手が挟まれ、右手の親指と人差

し指の間を切った。

64 7 166

10

～

29

73 2017 4
10～

11

手動の紙切機で紙を切っている時、刃を引っ掛けていた部分が

外れて刃が落ち、右手に当たり負傷した。
56 4 364

30

～

49

74 2017 4
16～ 当社工場内で作業中、ダンボール（3kg程度）を持って運んで

52 2 416

10

～



17 いた時につまずいて転び、右足の踝を負傷した。
29

75 2017 4
19～

20

袋の仕上げ工程で作業終了後に機械の清掃をしていたとき、平

ベルトが回転している所にスイッチを切らず手を入れ、素手で

接着剤のカスを取ろうとし、作業服の袖が巻き付き腕が巻き込

まれた。

20 7 169

50

～

99

76 2017 4
11～

12

第3塗布棟内の塗布機巻き取り部において、粘着テープを生産中

に発生した。 塗布巻取約1,280Mの大巻品が完成したので、機械

より搬送機におろし、大巻品の軸となっているエアーシャフト

（約20kg）を引き抜くときに腰に激痛がはしった。

35 19 379

100

～

299

77 2017 3 8~9

機械の糊ローラーの手前を手動ボタンを押しながら掃除をして

いた時に、手動ボタンを強く押しすぎて、勢いよくローラーが

回転し、右手が当たって手を切ってしまった。

33 8 169

100

～

299

78 2017 3 14~15

ダンボールにのりをつけて箱に仕上げる簡易グルアー機を使っ

ている時、チューブが外れ、のりが飛び散ったのでタオルで拭

きとる際、誤ってタオルと右手がローラーとローラーの間に巻

き込まれ負傷した。

22 7 224

10

～

29

79 2017 3 16~17

廃棄物を箱から廃棄用コンテナに移し替える作業を行っていた

際、フォークリフトで所定位置にセットした後、塵廃の入った

箱を傾けるべく高さ80cmの天板付の脚立を登って行ったが、2

段目のステップで足を滑らせてしまい、腰から落下し転倒し

た。 その際に肩も打ったが特に異常は感じず、その後も勤務を

継続していた。 しばらくして左腕や左足にしびれを感じるよう

になり、慢性硬膜下血種と診断された。

74 1 371

10

～

29

80 2017 3 9~10

木造2階建て、新築工事現場で上棟中に、12tクレーンで2階の梁

材を吊り上げ2階へ搬入中、被災者は梁をボルトで緊結作業を行

う時に左小指が吊り荷の下側にあり、そのまま吊り荷が下が

り、緊結金具に小指を挟まれて切傷および骨折した。

35 8 364

50

～

99



81 2017 3 11~12

段ボール印刷機で印刷フィルムの交換時、踏み式スイッチで

ロールを動かして交換するが何回踏んでも動かなかった為、何

度も踏み続けた時に急にロールが回転し、フィルムを押さえて

いた右手をフィルム取り付け側のロールとプレスロールの間に

巻き込まれ、右手手指を骨折した。

20 7 166

100

～

299

82 2017 3 8~9
朝出荷の準備をしている時、トラックの荷物が荷くずれしそう

になったため体の腰の部分がねじれ、腰の圧迫骨折となった。
70 19 611

10

～

29

83 2017 3 15~16

当社工場内でフレキソダイカッターの印刷用インキの補充後、

残ったインキの入った1斗缶を片付けようと不注意に持ち上げた

とき、腰を痛めてしまった。

36 19 611

30

～

49

84 2017 3 21~22

当社工場内において、4tトラックから2tトラックへの積荷移動

の作業中、フォークリフトで運ばれたパレットの上に積まれた

ダンボールシートに積み込もうとパレットに左足をかけようと

したら、パレットよりもダンボール数紙の方が大きかったた

め、ダンボール数紙の端っこの部分にもパレットがあるものと

勘違いして左足を伸ばしたところ落下し、左足を強打した。

66 4 222

10

～

29

85 2017 3 14~15

配達途中、バイクに乗り急発進してしまい、配達用の後ろに荷

台があるバイクのため背面に後頭部を強打し、後頭部の腫れ、

吐き気、頭痛等を負った。

36 7 166

50

～

99

86 2017 3 14~15

印刷機にて印版セット時に送りロールを横移動させている際

に、他作業者がマシン内を確認せずにロールを手動で回してし

まい、ロールを指に挟まれ怪我をした。

45 7 166

50

～

99

87 2017 3 15~16

工場の中の印刷機械において、インク洗浄中に落としきれな

かったゴムロールに付着したインクをウェスで拭き取る作業

中、機械を回したまま拭き取り作業をしてしまい、誤って回転

しているロールに右手を挟まれた。

22 7 166
1～

9

倉庫内作業において、25㎏紙袋包装作業を行っていたが、包装



88 2017 2 14~15

用機械の調子が悪く断続的に縫い外れ不良が発生した為、その

都度、再度ミシン掛けを行い、コンベア上に投入する作業を実

施していた。 約10袋目を投入する際、腰に痛みを感じた。

（徐々に痛みが強くなった。）

27 19 611
1～

9

89 2017 2 15~16

プリスロ印刷機において、インキの除去作業中に、インキ拭き

取り用のウエスが、ロールとドラムの隙間に巻き込まれ、同時

に、右手を挟まれてしまった。

50 7 166
1～

9

90 2017 2 13~14

商品配達時、停車中のトラック運転席横でロープを両手で持っ

て立っていたところ、開いていたドアに後方から走ってきたト

ラックが追突し、大きく開いたドアが反動で戻り、首・肩・肘

が叩き付けられ、そのドアに挟まれる。

58 17 221

10

～

29

91 2017 2 14~15

被災者は、当社においてダンボールシートをカッターにて加工

中、誤って、カッターの刃を出したままシートをひっくり返し

たため左手指が刃に触れてしまい負傷する。

68 8 364

10

～

29

92 2017 1
15～

16

箱のステッチャー（テープ止めの機械）の作業中に、右手人差

し指を挟んだ。
34 7 169

10

～

29

93 2017 1
16～

17

作業場で、ウェットティッシュを巻いているローラーの機械の

細かい部分に出てきた所に溜まったほこりを、しゃがんで掃除

機で取り除く作業中、立ち上がった時にかぶっている帽子で見

えず、機械（スイッチ箱）の角に額をぶつけた。

52 3 379

30

～

49

94 2017 1
14～

15

当社工場に於いて作業中、折箱製造の過程に折箱が機械にひっ

かかり無理して動かした際、右手人差し指が機械に触れ切傷骨

折した。

49 3 169

10

～

29

95 2017 1
19～

20

NCスロッター機の給紙時に紙送りが出来ないので、スイッチを

OFFにせずに手で押したところ、給紙と一緒にローラーに挟ま

れた。

32 7 169

50

～

99



96 2017 1 4～5

製造2号ラインで、製品の工程検査実施後に、レアーエンド作業

場からレアー上作業台へ移動する際に、レアーエンドのステッ

プ台から足を踏み外し、ステップと手摺の隙間に足が挟まり転

倒する。 その際、前方に設備してあった検査機の土台に左前頭

部を打ち、受傷する。

33 3 169

100

～

299

97 2017 1
10～

11

納品先倉庫内にて、被災者、リフトマン、共同作業者（3名）の

5名で荷降ろし作業を開始。 リフトマンがパレット積みされた

製品をフォークリフトで倉庫2階（高さ約3m）へ持ち上げ、被

災者はパレットから製品を一旦2階フロアーに降ろす作業を行

い、共同作業者3名、リフトマン（最後のパレットだった為、2

階で作業を手伝う）の4名でそれを納品場所に積み込む作業を

行っていた。 パレット上の製品を半分ほど積み替えたところ

で、共同作業者が物音に気付き、1階部分を覗き込んだところ、

被災者がフォークリフト横に墜落していた。

32 1 418

100

～

299

98 2017 1
12～

13

当社北側に設置してある印刷機で製袋を担当している被災者

は、セメント袋の印刷をしていた所、インキののりが悪くなっ

てきたので調整中に回転しているギアに挟まってしまい、左手

ヒジ下より切断してしまった。

68 7 166

10

～

29

99 2017 1
10～

11

会社の作業場で品物の落ち運び移動をしていたとき、足がパ

レットに引っ掛かり、手をつかず膝から床に転んでしまった。
42 2 379

30

～

49

100 2017 1
9～

10

移動途中、被災者はロット終了板を載せ忘れたことに気付き、

コンベア中央側に体の向きを変えようとし、ローラーコンベア

上に足を踏み出してしまい、機械操作側に転倒し右手を床面に

つき、被災した。

26 2 166

100

～

299

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html


各小業種における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_17.html

	ローカルディスク
	file:////jishalan13/080技術部/国際セ/情報提供/安全衛生統計/2021英文/日本語/2006-2017死傷災害発生事例/小業種死傷100事例/pdf/2017jnfc10602.html


